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要 旨 【目的】国立病院機構（NHO）は理念に，質の高い臨床研究を掲げており，臨床研究
を活発に行うことはNHO病院の責務である．NHO仙台医療センター（当院）臨床研

究部において行った臨床研究活性化の取り組みを紹介する．【方法】筆者が当院臨床研究部長時
代に行った改革は， 1 ）従来の院内臨床研究の名称を臨床研究部助成研究（以下助成研究）に改
称， 2 ）助成研究の募集区分を競争型（助成額100万円以内，ヒアリングあり）と，均等型（助
成額 3 万円程度，その内容を学会で発表した場合研究費の上乗せ［ 2 万円程度］あり）の 2 種で
設定， 3 ）助成研究の成果発表の方法を従来の臨床研究セミナー（半年にわたって小会議室で月
1 回開催，同一領域は同一回に割り振られての口演発表）から助成研究報告会（連続 2 日大会議
室での全領域一括開催，ポスター発表が主体，ポスター賞あり）に変更， 4 ）各科・各部署の臨
床研究活動実績ポイントの獲得ポイントを公表， 5 ）助成研究報告書を臨床研究部年報に収載，
6 ）臨床研究支援チームを結成，などである．また，仙台医療センター医学雑誌（SMCJ）の改革，
については，年 1 回製本版のみの発行から，年 3 回発行（第 1 号， 2 号は，web版のみ，第 3 号
発行時点で従来の製本版発行）に変更した．【結果】病院全体の学会発表数は増加した．助成研
究報告会の参加者も大幅な増加となった．SMCJへの投稿は以前は年度末に偏っていたが現在は
通年偏りなく投稿されるようになり，結果的に投稿数・収載数が増加した．【考察・結論】助成
研究の発表や公表の規定を変更，さらには臨床研究支援チームの発足などにより，臨床研究が活
性化された．SMCJの発行方法を変えたことにより投稿数・収載数が増加し，これも臨床研究の
活性化の要因となった．
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は じ め に

　国立病院機構（NHO）の理念に「質の高い臨床
研究，教育研修の推進につとめます」とあり，臨床

研究を活発に行うことは NHO 病院の責務である．
NHO 仙台医療センター臨床研究部において行った
臨床研究活性化の取り組みを紹介する．
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